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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間（平成27年4月1日～平成27年6月30日）におけるわが国経済は、円安などを背景とした企業業績

の改善を受け、国内景気は回復傾向にあるものの、人材不足による人件費や原油価格の上昇、円安に伴う原材料価格の

上昇など、徐々にコスト負担が高まり、今後に向けた国内景気に対する懸念材料も増加しつつあります。

　当社を取り巻く事業環境につきましては、「情報サービス分野」におきまして、マイナンバー制度への早急な対応やメ

ガバンクのシステム統合、更新需要をはじめ、クラウド化やビッグデータの活用、小売りや物流業におけるオムニチャ

ネル(※1)戦略の採用など、ＩＴ需要は活発化していくものと予想されます。

　「人材ビジネス分野」におきましては、派遣法改正法案(※2)が6月19日に衆議院を通過し、今国会における成立が予

想されることから、人材派遣事業主は、現事業の早急な見直しを迫られることが想定されます。

　また、有効求人倍率など上昇基調にあるものの、人材不足による労働者や派遣スタッフ登録者の減少による労働供給

力の低下から、大手派遣企業の独占化が強まり、小規模の人材派遣事業主は、その事業の転換が急がれるものと予想さ

れます。

　このような状況の下、「システムソリューションサービス事業」においては、請負事業の拡大に向けたＳＩ力の強化や

昨年より推進するニアショア開発の拡大・連携強化、さらに、オフショア開発に向けたラボ契約への取り組みに向け事

業推進を図りました。

　「ＢＰＯサービス事業」においては、コスト圧縮に向け、北関東営業所と横浜営業所を閉鎖するとともに、営業機能

を本社へ一本化することで、意思決定機能の迅速化を図りました。

　一方で、人材派遣事業からアウトソーシング事業への早期転換を目指すとともに、製造拠点として神奈川県横浜市に

コールセンターを新設し、新規受託した神奈川県警のアウトバウンドサービスを主力に稼働しております。また、埼玉

県所沢市に既設のコールセンターと合わせ、各拠点における情報セキュリティマネジメントシステムの構築を認証する

国際認証取得ISMS(ISO27001)の取得を推進しました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間における経営業績は、売上高1,941百万円(前年同四半期比2.8％増）、営業利益74

百万円（同181.4％増）、経常利益75百万円（同178.3％増）、四半期純利益48百万円（同213.0％増）となりました。

　

　セグメント別の売上高及びセグメント利益（営業利益）の推移は、次のとおりであります。

（百万円未満は切り捨て)

平成27年3月期
第１四半期累計期間

平成28年3月期
第１四半期累計期間

対前年同期増減率

セグメント名 売上高
セグメント

利益
売上高

セグメント
利益

売上高
セグメント

利益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （％） （％）

システムソリューションサービス 901 133 1,055 162 17.1 22.5

ＢＰＯサービス 987 30 886 28 △10.2 △6.4

合 計 1,888 163 1,941 191 2.8 17.1

　

①システムソリューションサービス事業

　マイナンバーや税関連開発、メガバンクのシステム統合開発支援等の公共・金融案件が順調に推移し、主力の

intra-mart(※3)開発による電力系案件等の法人ビジネスが大幅に伸びたことに加え、ＢＩ(※4)関連における通信・医

療系案件が堅調に推移する等、売上が好調に推移するとともに、収益につきましても、増収に加え、税関連や運用監視

業務等における採算性の確保により、収益力が向上した結果、当第１四半期累計期間における売上高は、1,055百万円

（前年同四半期比17.1％増）、セグメント利益（営業利益）は、162百万円（同22.5％増）となりました。
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②ＢＰＯサービス事業

　新規に受託した神奈川県警コールセンター案件が好調なスタートをきったものの、人材派遣事業における主要取引先

の内製化政策に伴う派遣契約の縮小や減少に加えて、主力の物販関連アウトソーシング業務において、当初想定されて

いた物量よりも実際の物量が大幅に少なくなる等、売上が低調に推移するとともに、収益につきましても、減収に加え、

アウトソーシング業務の生産性の低下により、収益力が減少した結果、当第１四半期累計期間における売上高は、886百

万円（前年同四半期比10.2％減）、セグメント利益（営業利益）は、28百万円（同6.4％減）となりました。

※1 オムニチャル：流通・小売業の戦略の一つで、実店舗、通販カタログ、ダイレクトメール、オンライン店舗

（ＥＣサイト）、モバイルサイト、ＳＮＳ、コールセンターなど、複数の販売経路や顧客接点を有機的に連携

させ、顧客の利便性を高めたり、多様な購買機会を創出すること。

※2 派遣法改正法案：①専門26業務の撤廃②例外を除き3年を上限とした期間制限③「特定労働者派遣事業」の

廃止④「無期雇用化」を含めた雇用の安定措置⑤均衡待遇と派遣労働者のキャリアアップ措置などが主な改

正内容である。

※3 intra-mart：株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマートが開発したシステム構築基盤を実現する

Ｗｅｂアプリケーションであり、平成27年3月末現在において国内外4,000社を超える導入実績に達してい

る。（同社発表）

当社は、平成14年11月から同社との販売ならびに製品開発に関する特約店契約を締結。

※4 BI：Business Intelligence（ビジネス・インテリジェンス）の略であり、企業内外の情報やノウハウを系

統的に分析・加工し、これを関係者全員で共有し活用することで、意思決定を迅速に行い戦略的な企業活動

の実施やさらなる効率化を目指そうという考え方である。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末と比較して8百万円増加し、3,785百万円となりました。

流動資産は、前事業年度末と比較して11百万円増加し、3,618百万円となりました。これは主に、現金及び預金35百万円

が減少したものの、仕掛品28百万円及びその他17百万円が増加したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末と比較して2百万円減少し、166百万円となりました。これは主に、投資その他の資産6百万円

が増加したものの、有形固定資産5百万円減少及び無形固定資産3百万円が減少したことによるものであります。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比較して3百万円増加し、1,032百万円となりました。

流動負債は、前事業年度末と比較して4百万円増加し、1,020百万円となりました。これは主に、未払法人税等46百万円、

賞与引当金96百万円、役員賞与引当金6百万円及びその他68百万円が減少したものの、買掛金40百万円及び未払金181百

万円が増加したことによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末と比較して1百万円減少し、12百万円となりました。これは主に、役員退職慰労引当金1百

万円が減少したこと等によるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期会計期末の純資産合計は、前事業年度末と比較して5百万円増加し、2,752百万円となりました。

これは主に、四半期純利益48百万円及び配当金の支払い45百万円等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年5月8日付、平成27年3月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）で公表しました平成28年3月期の業績予想における

変更はございません。

　なお、本資料発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、今後様々な要因により修正が生じ

る場合は速やかにお知らせ致します。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年3月31日)

当第１四半期会計期間
(平成27年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,493,499 2,457,893

売掛金 1,008,499 1,009,523

仕掛品 2,325 30,444

繰延税金資産 86,991 86,991

その他 21,932 39,498

貸倒引当金 △5,898 △5,894

流動資産合計 3,607,350 3,618,457

固定資産

有形固定資産 49,864 43,996

無形固定資産 31,968 28,522

投資その他の資産 87,115 94,061

固定資産合計 168,948 166,580

資産合計 3,776,299 3,785,038

負債の部

流動負債

買掛金 162,568 203,155

未払金 320,112 501,972

未払法人税等 76,512 30,003

賞与引当金 181,251 84,974

役員賞与引当金 8,000 1,750

その他 266,817 198,238

流動負債合計 1,015,262 1,020,093

固定負債

長期未払金 494 486

役員退職慰労引当金 12,920 11,534

固定負債合計 13,414 12,020

負債合計 1,028,676 1,032,114

純資産の部

株主資本

資本金 309,024 309,024

資本剰余金 209,024 209,024

利益剰余金 2,215,011 2,218,662

株主資本合計 2,733,059 2,736,710

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,563 16,213

評価・換算差額等合計 14,563 16,213

純資産合計 2,747,622 2,752,924

負債純資産合計 3,776,299 3,785,038
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成26年4月 1日
　至 平成26年6月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年4月 1日
　至 平成27年6月30日)

売上高 1,888,536 1,941,667

売上原価 1,692,874 1,691,513

売上総利益 195,662 250,153

販売費及び一般管理費 169,038 175,234

営業利益 26,623 74,919

営業外収益

受取利息 337 336

受取配当金 155 150

その他 10 77

営業外収益合計 502 564

経常利益 27,126 75,484

税引前四半期純利益 27,126 75,484

法人税、住民税及び事業税 11,476 26,493

四半期純利益 15,649 48,990
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成26年4月 1日
　至 平成26年6月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年4月 1日
　至 平成27年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 27,126 75,484

減価償却費 6,037 9,523

貸倒引当金の増減額（△は減少） 385 △4

賞与引当金の増減額（△は減少） △114,183 △96,276

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △12,462 △1,386

受取利息及び受取配当金 △492 △486

売上債権の増減額（△は増加） △67,974 △1,023

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,194 △28,119

仕入債務の増減額（△は減少） 42,649 40,586

未払金の増減額（△は減少） 216,243 193,850

その他 73,079 △103,333

小計 145,214 88,814

利息及び配当金の受取額 492 486

法人税等の支払額 △72,258 △70,053

営業活動によるキャッシュ・フロー 73,448 19,247

投資活動によるキャッシュ・フロー

ゴルフ会員権の売却による収入 － 320

有形固定資産の取得による支出 △3,369 △6,033

無形固定資産の取得による支出 △10,102 △6,168

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,472 △11,881

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △43,794 △42,972

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,794 △42,972

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,182 △35,606

現金及び現金同等物の期首残高 2,220,237 2,493,499

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,236,419 2,457,893
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年4月1日 至 平成26年6月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）1

四半期損益計算
書計上額
（注）2

システムソリュ
ーションサービ

ス
ＢＰＯサービス 計

売上高

外部顧客への売上高 901,449 987,087 1,888,536 ─ 1,888,536

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 901,449 987,087 1,888,536 ─ 1,888,536

セグメント利益 133,020 30,079 163,100 △136,477 26,623

（注）1．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△136,477千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。

　なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）1

四半期損益計算
書計上額
（注）2

システムソリュ
ーションサービ

ス
ＢＰＯサービス 計

売上高

外部顧客への売上高 1,055,479 886,187 1,941,667 ― 1,941,667

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,055,479 886,187 1,941,667 ― 1,941,667

セグメント利益 162,885 28,144 191,030 △116,110 74,919

（注）1．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△116,110千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。

　なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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５．補足情報

生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

当事業年度における生産実績は、システムソリューションを提供しているシステムソリューションサービスのみ

で行っております。

事業部門 生産高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 646,300 120.2

合計 646,300 120.2

(注）1 金額は、販売価格によっております。

2 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

当事業年度における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 861,611 106.0 1,129,428 104.9

ＢＰＯサービス 599,489 89.9 1,361,210 98.8

合計 1,461,100 98.8 2,490,639 101.5

(注）1 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2 上記の金額には、商品売上高も含んであります。

3 ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含みま

す。

③ 販売実績

当事業年度における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 販売高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 1,055,479 117.1

ＢＰＯサービス 886,187 89.8

合計 1,941,667 102.8

(注）1 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2 上記の金額には、商品売上高も含んであります。

3 ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含みま

す。

4 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

郵便局物販サービス株式会社 237,293 12.6 207,754 10.7

株式会社ＤＴＳ 166,616 8.8 206,756 10.6

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 175,182 9.3 196,619 10.1

(注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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